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◎ 夏の思い出
◎ 応援いただき、ありがとうございます！  ～ふるさと納税寄付金～
◎ ８月は道路ふれあい月間です
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夏 の 思 い 出
　花火、夏祭り、プール、夏らしい言葉を多く聞くようになってきた７月、
町内の幼稚園では花火教室や夕涼み会、夏祭りなどが行われました。
　夏は子どもたちにとって楽しみなイベントがたくさんある季節です。子
どもたちには、棚倉で楽しい経験をたくさんしながら成長してほしいと思
います。

①棚倉幼稚園　花火教室　　②社川幼稚園　花火教室
③近津幼稚園　花火教室　　④棚倉幼稚園　夕涼み会
⑤近津幼稚園　夏祭り

①

①

④

④

② ③

③

⑤

⑤⑤

④

②

た
な
ぐ
ら
夏
ま
つ
り

今
年
も
夏
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
！

〇
開
催
日
時

８
月
14
日
㈬
午
後
３
時
〜
８
時

〇
会
場

棚
倉
駅
前
交
差
点
〜
松
本
酒
店
前

〇
交
通
規
制

午
後
２
時
〜
９
時
の
間
、

棚
倉
駅
前
交
差
点
〜
塩
庄

前
Ｔ
字
路
の
区
間
が
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
駐
車
場

亀
ヶ
城
公
園
、
城
跡
北
駐

車
場
、
城
跡
南
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
棚
倉
町
商
工
会
内
）

☎
33
│

３
１
６
１

棚
倉
城
は
２
代
棚
倉
藩
主

の
丹
羽
長
重
が
、
寛
永
２
年

（
１
６
２
５
年
）
に
築
城
し

ま
し
た
。
来
年
（
２
０
２
５

年
）
に
築
城
４
０
０
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
、
築
城

４
０
０
年
記
念
御
城
印
を
た

な
ぐ
ら
夏
ま
つ
り
で
限
定
販

売
し
ま
す
。
価
格
は
４
０
０

円
で
す
。

な
お
、
数
量
に
達
し
次
第

販
売
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
観
光
協
会

☎
33
│

７
８
８
６

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　

午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

熱中症が増えています
予防のためのポイント

ALERT

ALERT

ALERT

熱中症警戒アラートを活用しましょう

エアコンをしっかり使いましょう

エアコンが使えない時には停電時など、どうしても

アラート発表時には、
●のどが渇く前に水分・塩分を補給しましょう　●エアコンを適切に使用しましょう
●高齢者等に声を掛けましょう　　　　　　　　●不要不急の外出は避けましょう
●暑さ指数に応じて、外での運動は原則、中止または延期しましょう

熱中症は室内でも夜でも発生し、
命に関わる問題です。
●無理な節電をせず、夜もしっかり使用しましょう
●日中は、すだれなどで日差しを和らげるなど上手に使いましょう

●日光を遮り、風通しを良くしましょう
●濡れたタオル等を肌に当て、うちわであおぎましょう
●できる限り、冷房設備が稼働しているところへ避難しましょう
●停電時の断水に備え、飲み水を備蓄しましょう
●電力供給ひっ迫時には、浴槽やバケツに水をためておきましょう

冷房

注意!

夏 の イ ベ ン ト

棚
倉
城
御
城
印
限
定
販
売
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　平成20年度から始まったふるさ
と納税制度。
　本町への寄附額は年々増加傾向に
あり、令和５年度は４億６,６９１
万円の寄附が寄せられました。
　地域の事業者の方には返礼品とし
て商品を提供していただき、寄附者
の方々に大変好評をいただいていま
す。
　これらの寄附は、寄附をされた方
が希望する事業に有効に活用させて
いただいています。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で
棚
倉
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

〇子育て支援事業（6,640件　１億4,656万円）
　・高校生等生活応援給付事業、妊産婦等健康診査事
　　業、すこやか赤ちゃん応援事業等
〇高齢者福祉事業（3,554件　8,417万円）
・タクシー利用助成事業、介護予防・地域支え合い
　事業等
〇地域振興事業（1,666件　4,303万円）
　・たなぐら応援クーポン券事業、棚倉運動広場大規
　　模改修事業等
〇学校教育支援事業（969件　2,327万円）
　・スクールバス運行事業等
〇その他（7,865件　１億6,988万円）
　・ふるさと納税に係る経費や町発展のためのさまざ
　　まな事業に活用

お申し込みは
こちらから

棚倉町への令和５年度寄附額は４億６,６９１万円
応援いただき、ありがとうございます！

0
5,000
10,000
15,000

45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000

9,872

34,812

15,978

46,691

24,595

50,000
万円

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

ふるさと納税の活用希望事業
寄附者からいただいた貴重な寄附金は、以下の事業に活用させていただいています。

令和５年度寄附額活用希望事業割合

地域振興事業
９％

学校教育支援事業
５％

子育て支援事業
31％

高齢者福祉事業
18％

その他
37％

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し

た
い
自
治
体
な
ど
を
選
択
し
て

「
寄
附
」
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
原
則
と

し
て
寄
附
金
額
の
う
ち
２
０
０
０

円
を
超
え
る
全
額
が
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
（
一
定
の
上
限
あ
り
）
。
ま

た
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
特
産

物
や
名
産
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
町
外
に
お
住
ま
い

の
ご
友
人
や
ご
親
戚
等
に
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

※
返
礼
品
の
贈
呈
は
、
町
外
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

財
政
係

☎
33
│
２
１
１
１

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？
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道
路
の
境
界
を
越
え
る
生
垣
や
植
栽

は
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
非
常
に
危

険
で
す
。
所
有
者
の
方
は
伐
採
な
ど
の

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
を

・
舗
装
に
穴
や
陥
没
が
あ
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
通
行
の
支
障
に
な
る
落
下
物
が
あ
る

・
道
路
に
倒
木
が
あ
り
通
行
で
き
な
い 境界 境界

道　路　幅

工
事
用
の
仮
囲
い
や
突
出
看
板
、
日

よ
け
（
装
飾
ひ
さ
し
）
な
ど
を
道
路
に

設
置
す
る
と
き
は
、
道
路
法
な
ど
の
基

準
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
設

置
す
る
際
に
は
道
路
管
理
者
の
許
可
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

〇
国
道
・
県
道

　
　
福
島
県
棚
倉
土
木
事
務
所

　
　
総
務
課

　
　
☎
33
│
３
１
３
１

〇
町

道

　
　
整
備
課

整
備
維
持
係

　
　
☎
33
│
２
１
１
４

道
路
は
、
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ

る
よ
う
に
、
歩
道
へ
の
駐
車
、
道
路
や

歩
道
へ
の
看
板
な
ど
の
設
置
、
歩
道
上

で
の
営
業
お
よ
び
作
業
等
は
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
へ
の
違
法
駐
車
や
、
道

路
脇
へ
の
物
品
や
資
材
な
ど
の
放
置
は

歩
行
や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
道
路
を
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
維
持
・
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◀
町
赤
十
字
奉
仕
団
道
路
美
化
活
動

生
垣
や
樹
木
の
管
理
に

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は

「渡ります　元気な命が　歩いてます」

８月は道路ふれあい月間です
　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、
大切な財産です。
　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改
めて考えてみましょう。

道
路
環
境
の
美
化
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
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　心の病気は、早めに相談することが大切です。生活の中でのストレスやこころの悩みを、精神科医
師に相談できる機会として「心の健康相談」を開催します。自分自身のことだけではなく、ご家族の
相談も可能です。

 日　時　８月27日㈫　午後２時30分～４時
 会　場　県南保健福祉事務所（住所：白河市郭内127）
 対象者　相談者本人または家族等
 申　込　予約制ですので、県南保健福祉事務所　保健福祉課障がい者支援チーム（☎0248-22-5649）
 　　　　へお電話でお申し込み下さい。

 募集期間　８月 20日㈫まで
 対　　象　20歳以上の町民の方
 参 加 費　無料
 申込方法　保健福祉センターへ電話または
 　　　　　右記QRコードから
 そ の 他　・申し込みのあった方に、事前説明会のご案内を郵送します。
 　　　　　　（説明会で参加の手引きや、活動量計をお渡しします。）
 　　　　　・昨年、この事業に参加された方は、自動更新されますので、
 　　　　　　申し込みの必要はありません。

輸血が必要な患者さんを救うためご協力をお願いします。

 日　時　８月30日㈮　午後１時30分～４時30分
 場　所　役場南側駐車場
 条　件　16歳～6４歳の方
 　　　　（60歳～64歳の間に献血経験があれば、69歳まで可能）

■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係） ▲棚倉町スマート申請

システムはこちらから

心の健康相談のご案内

献血バスが棚倉町役場にやってきます。

活動量計（歩数計）を身に付け、日頃の歩数の確認や目標の歩数に向けて
ウォーキングに取り組む“身に付けて歩く”簡単な内容です。！

棚倉町健幸アップウォーキング事業 新規参加者募集

働きながら
家族と

出かけながら 散歩しながら

広報広報
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保健福祉センターだより

　子宮頸がんは子宮の入口にできるがんのことで、子宮頸がんの95％以上がヒトパピローマウ
イルス（HPV）の感染によるものです。30歳代から40歳代の女性に多いがんですが、近年は
20歳代女性の発症も増加しています。毎年、全国で約11,000人の女性が子宮頸がんになり、約
3,000人の女性が亡くなっています。

 HPVワクチン接種の対象者（料金は無料）

定 期 予 防 接 種：小学６年生～高校１年生の女性
キャッチアップ接種：平成９年４月２日から平成20年４月１日生まれでワクチン未接種の女性
 その他

〇高校１年生とキャッチアップ接種対象の方がワクチンを無料で受けることができるのは、令和
　７年３月末までです。
〇ワクチンは３回接種する必要がありますので、９月までに1回目の接種を受けましょう。
　（年齢やワクチンの種類によって、接種スケジュールは異なります。）
〇転入や紛失で予診票がお手元にない場合は、保健福祉センターまでお問い合わせください。

HPVワクチンで
HPV感染予防

子宮頸がん検診で
早期発見・治療＋

 実施医療機関　塙厚生病院

 予約方法　①受診券発行の申し込みを行う。
 　　　　　　8月30日㈮より、棚倉町スマート申請システム（ネット予約）でお申し込みください。
 　　　　　　申込受付後、保健福祉センターから受診券を送付します。
 　　　　　②塙厚生病院へ受診日の予約をする。
　　　　　　 （受付時間：午前９時～午後４時　※正午～午後１時30分を除く）
 　　　　　　受診券受取後、塙厚生病院へ受診日の予約を必ずしてください。（☎43-1145）
 　　　　　　　※ただし申込期限内であっても定員になり次第、受付を終了します。

〇棚倉町スマート申請システムによる申し込みが難しい方は、9月6日㈮より電話にて受け付
けます。

子宮頸がん予防　HPVワクチンとがん検診を受けましょう

施設検診　乳がん検診を実施します（２年に１回の検診です）

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

乳　　が　　ん　　検　　診
対 象 者 令和７年３月31日現在で40歳以上であり、かつ昨年度受診していない女性
実 施 期 間 10月１日㈫～令和７年１月17日㈮（土日祝日・年末年始は除く）

受診券発行
申 込 期 間

ネ　ッ　ト ８月30日㈮～９月５日㈭

窓口・電話 ９月６日㈮～定員に達するまで
受付時間：午前９時～午後５時

受 診 料 金 40～49歳：2,000円、50歳以上：1,500円

電話での予約は、混雑し、つながりにくい場合があります。可能な方は棚
倉町スマート申請システムのご利用をお願いします。お願い
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投 票 日 時 ９月１日㈰　午前７時～午後６時
持参するもの 入場券（町長選挙、県議会議員補欠選挙それぞれ必要です）

町 長 選 挙 の
開 票 結 果

町ホームページ ・結果が判明次第お知らせします。

防災行政用無線
・確定後、直ちに放送します。
・夜間のため、屋内（戸別受信機）のみの放送とします。

そ の 他
開票は９月１日㈰午後７時から保健福祉センターで行います。
※県議会議員補欠選挙の結果については、県選挙管理委員会のホームページ等
でご確認ください。

お問い合わせ 町選挙管理委員会　☎33-2111

広報広報
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インフォメーション

　「一人暮らしの高齢者」「高齢者のみの世帯」「仕事の都
合で家族の協力が得られない高齢者」など、役場でマイナン
バーカードを申請することができない特定の方を対象に町内
の自宅等に職員が訪問し、代理でマイナンバーカードの申請
手続きを行います。
　なお、顔写真撮影は職員が撮影し料金は発生しません。
　今年12月２日よりマイナンバーカードが健康保険証として
切り替わります。これにより切り替え時期は役場窓口が大変
混雑すると予想されますので、早めに申請することをお勧め
します。

 出 張 申 請 受 付 期 間　令和７年２月末まで
 お問い合せ・お申し込み　住民課住民係　☎３３－２１１６

マイナンバーカードの出張申請を行います

９月１日㈰は棚倉町長選挙と
福島県議会議員補欠選挙の投票日です！

期日前投票

 期間 ８月28日㈬～31日㈯
 時間　午前８時30分～午後８時
 場所　役場１階町民ホール

告　示　日 ８月27日㈫ 告　示　日 ８月23日㈮

※期日前投票の開始日が違いますので、期日前投票を行う方はご注意ください。

期日前投票

 期間 ８月24日㈯～31日㈯
時間　午前８時30分～午後８時
場所　役場１階町民ホール

町 長 選 挙 福島県議会議員補欠選挙

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
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　11月以降に、地区ごとの説明会（協議の場）を開催しますので、地域の農業の将来像を一緒に話
し合いましょう。説明会で確認した耕作者の意向をもとにして、地域計画における目標地図を作成し
ます。地域計画策定には地域のみなさまの協力が必要です。説明会の日程が決まり次第お知らせしま
すので、みなさまのご出席をお願いします。

農業者（専業・兼業・個人・法人問わず）、農地の所有者、農業委員、農地利用最適
化推進委員、多面的・中山間活動組織、その他関連する団体・組織など

～10月
計画素案の作成

11月～12月
地区説明会の
開催

１月～２月
計画案の
修正

２月
計画案の
公告・縦覧

３月末
棚倉町地域
計画策定

➡ ➡ ➡ ➡

※地域計画の担い手として位置づけられること
で国の補助や支援を受けやすくなります。

地区説明会を開催します

「棚倉町地域計画」
地域農業の設計図を考える

を策定します
　高齢化や人口減少により、農業者の減少や耕作放棄地が拡大し、地域の農地が適
切に利用されなくなることが心配されています。
　そのため、令和５年４月に農業経営基盤強化促進法等が改正され、地域計画の策
定が令和７年３月までに求められています。
　地域計画は、農地が適正に利用されつづけるために、誰が・どこの農地を耕作す
るのか等を地域で話し合い、目標地図を作成し、将来の地域農業の設計図をまとめ
るものです。
　町では、「棚倉地区」、「社川地区」、「高野地区」、「近津地区」、「山岡地区」
の５つの地区ごとに地域計画を策定します。

皆さまの意向を
もとに作成

今後が決定される
ものではありません

　農地の所有者・耕作
者の方が農地をどうし
ていきたいか、という
意向を聞きながら地図
を作成します。

　目標地図は将来のイ
メージ図ですので、こ
れによって農地の権利
設定がされるものでは
ありません。

　目標地図とは１筆ごとに10年後に誰がどの農地を耕作するか色分けして示すものです。
現在の耕作者が耕作をやめる時や、できなくなった時に、農地の新たな引き受け先を探し
やすくするために作成します。

目標地図を作成します

■お問い合わせ　産業振興課農林係　☎３３－２１１３

スケジュール

対象となる方

地地

目目
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民
生
委
員

〇
開
催
日

８
月
13
日
㈫

〇
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
会
場

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

８
月
15
日
㈭

〇
時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
会
場

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
申
込

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以

外
の
用
途（
住
宅
、工
場
、駐
車
場
等
）

に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

工
事
に
伴
う
資
材
置
場
や
現
場
事
務

所
等
と
し
て
、
「
一
時
的
に
利
用
」
す

る
場
合
も
、
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
の
転
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

無
断
で
転
用
行
為
を
す
る
こ
と
は
農

地
法
違
反
で
す
。
違
反
し
た
場
合
、
原

状
回
復
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
33
│

７
８
８
３

インフォメーション

お
知
ら
せ

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
８
月
19
日

㈪
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
2

納
期
限
は
９
月
２
日
㈪
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
２
期

〇
町
県
民
税
…
…
…
…
…
…
‥
…
２
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
１
期

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ま

た
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
納
付
も
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│

２
１
１
８

町
内
の
農
地
や
集
落
近
く
で
、
野
生

動
物
の
目
撃
情
報
が
増
え
て
い
ま
す
。

野
生
動
物
に
遭
遇
し
た
ら
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
慌
て
ず
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
て
く

だ
さ
い
。
万
が
一
、
襲
っ
て
き
た
ら
、

物
陰
に
隠
れ
る
な
ど
し
て
、
安
全
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
追
い
か
け
た
り
石
を
投
げ
た
り
し
て

刺
激
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
興
奮
し

て
突
進
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人

間
に
馴
れ
、
人
間
の
生
活
圏
に
出
没

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

８
月
の
心
配
ご
と
相
談

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
に
よ
る

人
身
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

検
索

地方税お支払いサイト

松本ひとみさん
（新任）

原　
　
啓
喜　
　
西
牧

武
美

須
藤

俊
一　
　
広
瀬　
　
忍

金
澤
ひ
と
み　
　
松
本
ひ
と
み

任
期

令
和
６
年
７
月
１
日
〜

　
　
　
令
和
９
年
６
月
30
日 原　　啓喜さん

（再任）
須藤　俊一さん
（再任）

委
員
構
成
（
敬
称
略
）

─人─権─擁─護─委─員─紹─介─
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〇注意事項
①午前９時までに収集場所に出してください。
②段ボールに入れるか、きちんと縛ってから出してください。
③供物を収集場所に出す際には、収集所小屋の中には入れず、小屋のわきに置いてください。
④回収日に出せない場合は、指定のごみ袋（燃えるごみ）に入れ、一般のごみの回収にあわせ、通常
の収集場所に出してください。

収　　　　集　　　　場　　　　所

■お問い合わせ　住民課　消防環境係　☎33-2116

社　川　地　区
上　台 上台ごみ収集所わき
板　橋 板橋ごみ収集所わき
玉　野 玉野ごみ収集所わき

一　色 一色集会所前
太夫内墓地前

福　井 福井集会所前
堤 堤集会所前
逆　川 墓地入口
天王内 元火の見下（集会所わき）
金沢内 元火の見下（ごみ収集所）
小菅生 小菅生集会所

高　野　地　区
瀬ヶ野 瀬ヶ野墓地入口
小　爪 小爪ごみ収集所わき
祝部内 祝部内ごみ収集所わき
富　岡 富岡集会所
山　際 山際集会所
福　岡 地割橋・下平橋

強　梨
高松橋
俵内ごみ収集所わき
岡ノ内ごみ収集所わき

大　梅
松草平ごみ収集所わき
曲屋ごみ収集所わき
段河内ごみ収集所わき
大梅集会所裏ごみ収集所わき

漆　草 屯所わき
戸　中 戸中集会所

近津山岡地区

寺　山 久慈橋西側
豊岡橋東側

双ノ平 双ノ平ごみ収集所わき
八槻１ 元中学校上り口
八槻２ 丈六入口
八槻３ 一里塚前
八槻４ ４区ごみ収集所わき
八槻５ ５区ごみ収集所わき

八槻６ 高渡西側ごみ収集所わき
高渡集会所わき

流 豊山住宅下墓地入口
常隆寺山門広場

塚　原 ごみ収集所わき

下山本 松原共同墓地前
萩平共同墓地前

中山本
中ノ内ごみ収集所わき
中山本中ごみ収集所わき
中山本上ごみ収集所わき
大内ごみ収集所わき

北山本
平塩ごみ収集所わき
宮川橋ごみ収集所わき
居伝金ごみ収集所わき

下手沢 中組ごみ収集所わき
下組ごみ収集所わき

上手沢 上手沢ごみ収集所わき
祖父岡 祖父岡ごみ収集所わき
山　田 山田集会所
岡　田 下平ごみ収集所わき

棚　倉　地　区

１　区 観音寺入口
蓮生寺裏側（町裏通り）

２　区 蓮家寺山門向かい

３　区 蓮家寺山門向かい
タカノ表具店裏収集所わき

４　区
５　区 古町西迎院裏門

６　区 東林寺入口
白報社前

７　区 下町共同墓地入口

８　区 アローボウル前
渡辺商店南側ごみ収集所

９　区
旧旭屋旅館前空き地
関口集会所
総合体育館北側駐車場

10　区 仁公儀集会所仁公儀ニュータウン入口
11　区 長久寺入口左側
12　区 馬場集会所
13　区 13区ごみ収集所前

14　区
コミュニティセンター前
旧棚高北側入口
檜木ごみ収集所わき
元高津産業㈱入口

15　区 根子屋川橋わき

お盆の供物を収集します【回収日：８月16日㈮】

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

８
月
28
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

６月の
棚倉町の
交通事故
発生状況

人
身
事
故

０
件

死
者
数

０
人

傷
者
数

０
人

物
件
事
故

14
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

棚
倉
警
察
署
管
内
で
は
、
赤
信

号
の
見
落
と
し
に
よ
る
交
通
事
故

が
続
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
夏
季
特
有
の
暑

さ
や
行
楽
等
に
よ
る
疲
労
、
開
放

感
な
ど
か
ら
集
中
力
が
低
下
し
や

す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

運
転
に
集
中
し
て
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
安
全
運

転
に
努
め
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
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料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
日

８
月
28
日
㈬

〇
場
所

町
立
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

〇
相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー

・
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
講
演

『
相
続
登
記
・
は
じ
め
の
一
歩
』

・
講
師

福
島
地
方
法
務
局

　
　
　
　
白
河
支
局
長

佐
藤
義
治
氏

〇
無
料
相
談
会

・
時
間

午
後
３
時
〜
５
時

・
主
催

福
島
県
司
法
書
士
会

○
相
談
会
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
８
月
27
日
㈫
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

税
務
課

固
定
資
産
係

☎
33
│
２
１
１
８

製
品
の
欠
陥
や
不
具
合
に
よ
っ
て
発

生
し
た
火
災
を
「
製
品
火
災
」
と
い
い

ま
す
。
製
品
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
定

期
的
な
点
検
や
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
電
気
製
品
に
は
「
電
気
用
品

安
全
法
」
に
基
づ
く
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
の

表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
電

気
製
品
購
入
の
際
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー

ク
の
表
示
が
あ
る
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
消
防
署

☎
33
│
４
５
２
２

体
の
衰
え
、
障
が
い
、
病
気
な
ど
の

理
由
に
よ
り
調
理
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
昼
食

（
お
弁
当
）
を
お
届
け
し
、
あ
わ
せ
て

安
否
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

〇
対
象
者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
お

よ
び
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
理
由
に

よ
り
調
理
が
困
難
な
方

〇
利
用
料

一
食
あ
た
り
４
０
０
円

〇
利
用
日

月
曜
日
〜
土
曜
日
の
希
望
す
る
日

（
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
一
部
地
域
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

健
康
福
祉
課

高
齢
者
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
33
│
７
８
０
１

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
場

合
は
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
手
続
き
や
新
制
度
の

内
容
な
ど
が
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
及
び
無

〇
申
込
受
付
期
間

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

10
月
17
日
㈭
ま
で

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

（
医
学
科
）
10
月
９
日
㈬
ま
で

（
看
護
学
科
）
10
月
２
日
㈬
ま
で

・
航
空
学
生
（
海
・
空
）

９
月
５
日
㈭
ま
で

・
一
般
曹
候
補
生

９
月
３
日
㈫
ま
で

・
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
そ
の
他

詳
し
く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
24
│
０
３
７
２

８
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
７
日
間
、

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強

化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
、
こ
ど
も
が
抱
え
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
お
よ
び
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に
よ
る
人
権
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護

委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員
が
応
じ
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〇
期
間

８
月
21
日
㈬
〜
27
日
㈫（
土
日
含
む
）

〇
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
24
日
㈯
、
25
日
㈰
は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

〇
電
話
番
号

０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
名

「
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
」

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
│
５
３
４
│
１
９
９
４

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

製
品
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
続
登
記

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

全
国
一
斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

ホームページ
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インフォメーション

愛
宕
平
団
地
（
１
号
棟
４
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
８
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
１
階
）

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限

８
月
14
日
㈬
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期

９
月
１
日
㈰

〇
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

東
京
棚
倉
会
は
、
首
都
圏
在
住
の
棚

倉
町
出
身
者
、
棚
倉
町
ゆ
か
り
の
方
で

組
織
し
、
現
在
１
０
５
名
の
方
が
入
会

し
て
い
ま
す
。

年
に
１
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
を
毎
月
お
届
け
す
る
ほ
か
、

宝
の
地
図
（
参
加
冊
子
）
を
手
に
、

手
掛
か
り
を
見
つ
け
な
が
ら
、
隠
さ
れ

た
宝
箱
を
探
す
体
験
型
の
宝
探
し
ゲ
ー

ム
「
コ
ー
ド
Ｆ-

Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
」

が
開
催
中
で
す
。
宝
箱
の
発
見
者
に
は
、

エ
リ
ア
ク
リ
ア
賞
の
ほ
か
、
ク
リ
ア
し

た
エ
リ
ア
の
数
に
応
じ
て
、
抽
選
で
賞

品
が
当
た
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〇
主
催

福
島
県

〇
開
催
期
間

７
月
19
日
㈮
〜
12
月
15
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

コ
ー
ド
Ｆ
事
務
局

☎
０
１
２
０
│

８
２
０
│

３
２
０

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
期
間
中
年
中
無
休
）

〇
募
集
住
宅

南
町
東
団
地

※
令
和
５
年
度
に
改
修
済

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

４
戸

棚
倉
字
南
町
１
４
５
番
地

（
昭
和
54
年
建
築

簡
易
耐
火
２
階
建
）

小
山
下
北
団
地

２
Ｄ
Ｋ

１
戸

棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
３

（
昭
和
47
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

県
で
は
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
福

島
県
出
身
の
若
者
を
対
象
と
し
た
交
流

会
を
東
京
都
内
で
開
催
し
ま
す
。
出
身

者
同
士
で
横
の
つ
な
が
り
を
作
れ
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
対
象
と
な
る
ご
家
族
、

友
人
・
知
人
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
20
代
後
半
〜

30
代
前
半
の
本
県
出
身
者
（
定
員
２

０
０
名
）

〇
日
時

９
月
28
日
㈯

午
後
３
時
〜
５
時
30
分

〇
会
場

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｑ

（
東
京
都
千
代
田
区
東
京
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
日
比
谷
６
階
）

〇
申
込
方
法

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
必
要
事
項
を
入
力

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
庁
ふ
く
し
ま
ぐ
ら
し
課

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
８
０
２
３

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
宿
泊
料
な
ど
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
入
会
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

棚
倉
産
の
お
米
10
キ
ロ
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〇
年
会
費

３
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

働
く
意
欲
で
健
康
づ
く
り
！
あ
な
た

の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

〇
対
象
者

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

〇
申
込
方
法

事
務
所
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

公
益
社
団
法
人
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

☎
33
│
７
８
３
２

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

た
だ
い
ま
、
ふ
く
し
ま
。
２
０
２
４

in
東
京

宝
の
地
図
を
片
手
に
、
隠
さ
れ
た

宝
箱
を
見
つ
け
よ
う
！

募
　
　
　
集

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
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インフォメーション

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

〇歴史的建造物「八槻家住宅」【８月21日㈬】
　観覧時間　　午前９時～午後５時　
　■お問い合わせ　
　　生涯学習課 生涯学習係　☎33‐0111
〇総合体育館　【８月19日㈪】
　アリーナ・卓球場・トレーニング室等
　開放時間　午前９時～午後５時　
　※１回につき２時間まで
　■お問い合わせ　総合体育館　☎33‐3160

施設無料開放のお知らせ

８月21日は福島県民の日です。

町では、福島県民の日を記念し、

右記施設の無料開放を行います。

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

８
月
８
日
㈭・21
日
㈬

午
後
７
時
〜

健
康
吹
矢
教
室  

※

８
月
２
日
㈮・９
日
㈮・23
日
㈮

午
前
10
時
〜

卓
球
教
室  

※

８
月
３
日
㈯・24
日
㈯

午
前
10
時
〜

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

８
月
29
日
㈭

午
後
７
時
30
分
〜

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室  

※

８
月
６
日
㈫・20
日
㈫・27
日
㈫

午
前
10
時
〜

ゴ
ル
フ
教
室  （
場
所：花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

８
月
27
日
㈫

午
後
６
時
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

８
月
６
日
㈫・20
日
㈫

午
後
７
時
〜

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

８
月
17
日
㈯

午
前
10
時
〜

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  （
場
所：棚
倉
運
動
広
場
）

８
月
７
日
㈬・21
日
㈬・28
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜

雨
天
中
止

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室  

※

８
月
29
日
㈭

午
前
10
時
〜

キ
ッ
ズ
教
室  

※

８
月
１
日
㈭・22
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

８
月
２
日
㈮・９
日
㈮・23
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）

　☎33－0111　FAX33－9611

棚倉城跡の石垣復旧作業を進めています！
　棚倉中学校東側に位置する国指定史跡「棚倉城跡」の二ノ丸石垣は平成23年の東日本大震災及び令
和3年・令和4年の福島県沖地震にて被災し、一部が崩落しています。そのため、令和10年度までの復
旧を目指して進めています。
　この作業は崩落した石垣の撤去⇒崩落の危険性がある箇所の解体⇒積み直しというプロセスを経て
行っていきます。今年度は崩落した石垣の撤去作業を行い、石材一つ一つの大きさ・重さ・岩石種・
加工痕などを観察し、カルテを作成します。

インフォメーション

　現在、高野小学校では少人数で学び、小規模校の特色ある「き
め細やかな個に応じた指導」と、「タブレット端末を用いて独自
のアプリを使用した授業」等を行っています。
　令和７年４月１日から高野小学校へ入学を希望する保護者（児
童）は、子ども教育課までご連絡ください。

〇募集期間　令和６年８月19日㈪～10月31日㈭
〇応募資格　町内に住所を有する令和７年度就学予定の児童
　　　　　　町立小学校の１年生から５年生である者
〇通学方法　通学については、原則保護者の責任で行うこととな
　　　　　　ります。
〇そ の 他　学校を見学したい場合は随時受け付けておりますの
　　　　　　で、直接高野小学校（☎35-2005）まで問い合わ
　　　　　　せください。

■お問い合わせ　子ども教育課　教育総務係　☎33-7881

少人数での就学を実践する「高野小学校」の
入学児童を募集します。

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
57
│

５
３
１
０

○
お
盆
期
間
中
の
８
月
14
日
㈬
、

15
日
㈭
、
16
日
㈮
も
開
館
し
て

い
ま
す
。

○
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
ま
で
で
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

おはなしルーム
〇
日
時

９
月
６
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容
〜
お
月
さ
ま
の
お
話
〜

　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

９
月
17
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

ア
ロ
マ
リ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う

〇
そ
の
他

26
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

９
月

広報広報
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まちの話題

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

棚倉町消防団水勢競技

まちに彩りを

　棚倉町役場南側駐車場で、棚倉町消防団水勢競技が行われ、団員284人、車両26台が出動しました。
消火活動の迅速・正確・安全を目的とした水勢競技では、各分団が放水により標的を落とすまでのタ
イムを競い、日頃の訓練の成果を発揮しました。水勢競技の結果は次のとおりです。

　修明高校の生徒が育てた花のプランターが６月28日に磐城棚倉駅に、７月３日に町役場に寄贈され
ました。この他にも、町内２カ所（棚倉警察署、棚倉郵便局）に設置され、鮮やかな花がまちに彩り
を添えました。

　８月25日、福島県消防学校（福島市）を会場に、第45回福島県消防操法大会が開催されます。
東白川郡の代表として小型ポンプ操法の部に出場する第５分団の皆さんをご紹介します。
　応援よろしくお願いいたします。

指揮者

大
おおつか

塚 勇
ゆう

也
や

さん
（第４班）

１番員

生
うぶかた

方 真
しん

弥
や

さん
（第４班）

２番員

生
うぶかた

方 大
だい

貴
き

さん
（第４班）

３番員

武
たけ

地
ち

雅
まさとし

俊さん
（第３班）

補助員

石
いし

井
い

寛
ひろのり

紀さん
（第１班）

優　勝 準優勝 ３　位第５分団 第６分団 第３分団

指揮者 １番員 ２番員 ３番員 補助員

7
7 日

月

7
3 日

月6
28 日

月

Photos

掲載した写真を差し上げます。
身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33-2112

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
　「第23回東日本古希軟式野球大会」に出場した

すず

木
き
孝
たかよし
義さん、井

いのうえ
上久

ひさ
夫
お
さん、

すず

木
き
元
はじめ
さん、「第65

回日本女子アマチュアゴルフ選手権競技」に出場した大
おおたけ
竹麻

ま
琴
こと
さん（日本体育大学４年生）、「第71

回春季東北地区高等学校野球大会」に出場した金
かなざわ
澤凜

り お
皇さん（光南高等学校３年生）、「第56回東北

高等学校対抗自転車競技選手権大会」に出場した緑
みどり
川
かわ
怜
れ い
依さん（白河実業高等学校２年生）、「第70

回東北高等学校剣道選手権大会」に出場した
すず

木
き
大
だい
斗
と
さん（白河高等学校３年生）に激励金を交付し

ました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

▲大
おおたけ

竹麻
ま

琴
こと

さん（日本体育大学４年生）
※写真は第46回東北女子アマチュアゴルフ選手権時

▲左から鈴
すず

木
き

孝
たかよし

義さん、井
いのうえ

上久
ひさ

夫
お

さん、鈴
すず

木
き

元
はじめ

さん

▲鈴
すず

木
き

大
だい

斗
と

さん（白河高等学校３年生）

▲金
かなざわ

澤凜
り お

皇さん（光南高等学校３年生）

▲緑
みどり

川
かわ

怜
れ い

依さん（白河実業高等学校２年生）
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棚倉から世界へ

世界へ羽ばたく選手に

　６月１～２日に青森県青森市で行われた、第
５回日本伐木チャンピオンシップのレディース
クラスで優勝を果たした株式会社秋山林業の武
藤唯

ゆい
さんが、優勝報告のために町長室を訪れま

した。
　武藤さんは、９月にオーストリアで行われる
世界大会に日本代表として出場する予定です。

　ホッケー競技の普及と競技力向上のため、
ホッケーオリンピアンや元日本代表選手４名の
講師を招き、夢見るホッケー教室in「ホッケータ
ウン棚倉」を開催しました。午前、午後の部あ
わせて約100人の子どもたちが参加し、子どもた
ちは真剣に講師の方の話を聞いていました。

　棚倉町水道工事事業者組合と協力事業所による
町内水道施設の除草作業が行われました。
　この活動は毎年実施されてお
り、18名の参加者が町内12カ
所の水道施設で除草作業を行い
ました。猛暑の中、施設をきれ
いに除草していただき、ありが
とうございました。

　夏休み期間中（７月20日～８月21日）、夕方
５時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線
は、社川小学校６年藤井瑠

るうか
海さんが担当していま

す。
　瑠海さんは、「自分の声で、怪我や事故が少し
でも無くなったらいいと思う」と感想を話してく
れました。

まちをきれいに

おうちへ帰る時間になりました

7
5 日

月

7
6 日

月 7
8 日

月

6
18 日

月

まちの話題
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棚
倉
城

築
城
四
〇
〇
年

東
北
の
小
京
都
た
な
ぐ
ら

２０２５年

元
げん

和
な

8年(1622)に5万石の大名として棚倉藩主となった丹
に わ

羽長
ながしげ

重が、寛
かんえい

永2年
(1625)に築城しました。常陸(茨城県)と境を接し、奥羽の玄関口に位置する要

ようしょう

衝
の地を押える役割があったと考えられています。長重は寛永4年(1627)白河へ移
封となり、代わって棚倉藩主となった内

ないとうのぶてる

藤信照によって、引き続き城の造営や城
下の整備が行われました。その後、城主は8家、16代徳川譜代・親藩の家柄が入
れ替わり、幕末の戊

ぼ

辰
しんせんそう

戦争では新政府軍と戦い落城しました。巨大な土塁と水堀
で区画される長方形の本丸と、それを取り巻く二ノ丸、その北西の三ノ丸(林

はやし

曲
ぐる

輪
わ

)
からなる構造です。二ノ丸西側崖

がけ

部
ぶ

には石垣が築かれています。本丸土塁上には
二重隅

すみ

櫓
やぐら

4棟、一重櫓1棟が建てられ、各櫓間を連結する多
た

門
もん

櫓
やぐら

は東北地方の城郭
では随一の規模でした。平成31年(2019)に、国の史跡に指定されました。

棚倉町までのアクセス 2025年棚倉城築城400年記念イベント

お問い合わせ：棚倉町役場地域創生課歴史観光係　☎0247-33-2112

『たなぐら“まるごと”フェスタ』
開催決定！
令和６年10月20日㈰
棚倉城跡内
※詳細は追って発表します。

開催月日

開催場所

棚倉町のシンボルキャラクター
「たなちゃん」 ｐhoto：芳賀元昌
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町民リレー 287みんなのひろば

◆
氏
名
…
鈴
木

章
史
さ
ん

◆
住
所
…
逆
川

◆
職
業
…
会
社
員

◆
趣
味
…
食
べ
歩
き
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

こ
の
度
、
大
竹
英
雄
さ
ん

か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま

し
た
鈴
木
章
史
で
す
。

私
は
、
古
殿
町
出
身
で
郡

山
市
の
高
校
を
卒
業
後
、
縁

あ
っ
て
棚
倉
町
の
会
社
に
就

職
・
定
住
し
、
今
年
で
無
事

勤
続
25
年
を
迎
え
ま
し
た
。

右
も
左
も
分
か
ら
な
か
っ
た

私
を
、
優
し
く
そ
し
て
時
に

厳
し
く
今
日
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

私
生
活
で
は
、
20
歳
の
時

に
今
で
い
う
授
か
り
婚
を

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

おめでた（６月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所

高林　　明・理　沙 來　奈（ら　な）上　台

おくやみ（６月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所

塩田　昭代 95 舘ケ丘 緑川　リセ 95 一 色
緑川　トク 87 舘ケ丘 薄葉扶佐子 91 堤
吉本スミヱ 80 舘ケ丘 藤田　良明 86 天王内
井上　友一 81 古 町 大岩　弘昌 84 金沢内
小針　武男 83 城 跡 緑川　春男 91 強 梨
陣野　政男 88 関 口 近藤マスミ 90 八 槻
村田　マス 100 関 口 齋藤ヒサノ 92 流

し
、
２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま

れ
、
月
日
の
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
長
男
は
今
年
大
学
４

年
、
長
女
は
看
護
学
校
１
年

生
に
な
り
ま
し
た
。
２
人
と

も
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

最
近
私
が
心
掛
け
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
は
日
々
の
生
活

に
少
し
疲
れ
て
し
ま
っ
た
時

は
、
以
前
テ
レ
ビ
で
観
た

「
は
ひ
ふ
へ
ほ
」
を
思
い
出

し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
る

こ
と
で
す
。
「
人
生
何
事

も
、
は=

半
分
が
い
い
、
ひ

=

人
並
み
が
い
い
、
ふ=

普

通
が
い
い
、
へ=

平
凡
が
い

い
、
ほ=

程
々
が
い
い
」
全

て
に
お
い
て
頑
張
り
過
ぎ
る

と
、
そ
の
う
ち
本
当
に
疲
れ

て
い
る
こ
と
に
す
ら
気
が
付

か
な
い
…
、
な
ん
て
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
旦
立

ち
止
ま
っ
て
冷
静
に
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
毎
日
の
食
事
を
き
ち
ん
と

と
り
、
し
っ
か
り
寝
て
、
心

と
体
を
休
ま
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
13
歳
に

な
っ
た
愛
犬
ま
る
と
の
毎
日

の
散
歩
も
今
で
は
い
い
運
動

に
な
っ
て
い
ま
す
。
棚
倉
町

の
四
季
折
々
の
自
然
豊
か
な

風
景
を
見
な
が
ら
の
散
歩
は

私
の
日
々
の
癒
し
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
何
事
も
自
分
自

身
を
大
切
に
し
て
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
名
前

田
中

亮
さ
ん

住

所

逆
川

次
回
紹
介
者

　猛暑到来の夏となりました。８月といえば夏休みやたくさんのイベントがあり、子どもたちにとっては待望の時期かと思いま
す。楽しい夏を元気に過ごすためにも、熱中症には十分注意して、たくさんの思い出を作ってほしいと思います。（大竹）

編集後記

人の動き 令和６年７月１日現在

人口　12,874人（－６人）　世帯数　5,120世帯（＋７世帯）　男性　6,367人（－１人）　女性　6,507人（－５人）

　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　みなさんは普段図書館をどれくらい利用されていますか？
　よく来るという方はもちろん、そうでない方も、ぜひ図書館
を有効活用していただき読書を楽しんでほしいと思っています。
　そこで今回は、図書館のイベントの中から「夜の図書館」を
紹介いたします。
　現在図書館では、毎月第４金曜日に閉館時間を延長した「夜
の図書館」を実施しています。いつもの図書館とは少し違う、
照明を落としたシックな雰囲気の中、読書を楽しむことができ
ます。
　普段は図書館に行かない、時間が合わない、あまり読書はしないという方も、ぜひ一度来てみ
てはいかがでしょうか？
　ただし！未成年の方は保護者と一緒でないと利用することが出来ませんのでご注意ください。
　時間は午後７時30分～９時閉館までの90分間。次回の開催は８月23日㈮を予定しております。　　
静かな夜に少しだけ、読書を楽しみにお越しください。
　このほか、図書館では様々なイベントや展示を行っていますので、ぜひ立ち寄ってみてください。
それではまた！

地域おこし協力隊活動記

ま
ち
の
話
題

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

米寿を迎えました

後藤としえさん
（水白田）

昭和11年７月８日生

菊地　芳子さん
（新　町）

昭和11年７月12日生

髙坂　ナカさん
（山　際）

昭和11年７月21日生

鈴木　誠二さん
（舘ケ丘）

昭和11年７月15日生

根本サト子さん
（南　町）

昭和11年７月22日生

髙宮　　啓さん
（山　田）

昭和11年７月20日生

鈴木　清一さん
（　流　）

昭和11年７月30日生

清
水

裕
也

お詫びと訂正
　７月号「棚中生の熱戦の記録」で金澤優斗さんの
名前を金澤優人さんと掲載しておりました。ここに
訂正しお詫び申し上げます。

広報広報
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５月の健診で撮影させていただいた皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課

令
和
６
年
８
月
１
日
発
行

たなぐらスナップ ～七夕まつり会～

　７月５日㈮に、町内の幼稚園では、七夕
まつり会が行われました。

広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

U
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●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

はみがきがんばって
います♡

しおた　つむぎ ちゃん
まいにち自分磨き仕上
げ磨き頑張ってます。

しいな　いと ちゃん
毎日、はみがきがん
ばってます！

みどりかわ　りょうき くん
毎日歯磨きがんばっ
てます。

わたなべ　みお ちゃん

よく磨けました！

棚倉幼稚園

棚倉幼稚園

社川幼稚園

社川幼稚園

近津幼稚園

近津幼稚園




